
☎

　

江
戸
時
代
の
幸
手
は
、
江
戸
川
を
通

じ
て
江
戸
と
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
根
川
を
西
に
遡

さ
か
の
ぼれ

ば
上

じ
ょ
う
し
ゅ
う

州
に
、

渡
良
瀬
川
を
北
上
す
れ
ば
下し

も
つ
け野

と
も
通
じ
、

さ
ら
に
利
根
川
を
東
に
向
か
え
ば
銚
子
へ
、

そ
こ
か
ら
海
に
出
る
と
、
今
の
東
北
地
方

や
北
海
道
と
も
連
絡
し
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
、
大
都
市
と
な
っ
た
江
戸
の

人
び
と
の
消
費
生
活
を
支
え
る
た
め
、

年
貢
米
や
多
く
の
物
資
が
各
地
か
ら
江

戸
へ
と
輸
送
さ
れ
ま
す
。

　

当
時
、
大
量
の
物
資
を
安
く
、
迅
速

に
運
ぶ
に
は
、
陸
上
輸
送
よ
り
、
川
船

で
運
ぶ
方
が
よ
り
効
果
的
で
し
た
。

　

川
船
が
荷
物
を
積
み
下
ろ
す
場
所
を

河か

し岸
と
い
い
、
幸
手
に
は
、
権
現
堂
川
に

権
現
堂
河
岸
が
、
江
戸
川
に
関せ

き
や
ど
む
こ
う
が
し

宿
向
河
岸

な
ど
幕
府
公
認
の
河
岸
が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
宿
向
河
岸
は
、
今
の
大
字
西
関
宿

に
あ
っ
た
河
岸
で
す
。
江
戸
川
の
最
上

流
に
あ
る
た
め
、
流
量
を
調
整
す
る
棒ぼ

う

出だ

し
や
、
川
船
の
往
来
を
監
視
す
る
関

宿
関せ

き
し
ょ所

も
置
か
れ
た
関
宿
向
河
岸
は
、

物
流
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
治
水

の
安
定
や
治
安
の
維
持
の
面
で
も
、
大

き
な
役
割
を
担
い
、
関
宿
第
一
の
繁
華

な
土
地
柄
と
し
て
栄
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
河
岸
に
は
河か

し

ど

ん

や

岸
問
屋
が
あ

守
り
伝
え
よ
う
！

み
ん
な
の
文
化
財

関
宿
向
河
岸
の
河
岸
問
屋

　
喜
多
村
藤
蔵
家
と
干
鰯
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排
水
設
備
工
事
責
任

技

術

者

共

通

試

験

受
験
資
格　

①
高
等
学
校
の
土
木
工
学

　

科
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を

　

修
了
し
て
卒
業
し
た
人　

②
高
等
学

　

校
を
卒
業
し
、
排
水
設
備
工
事
な
ど

　

の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関
し
１
年
以

　

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人　

③
排

　

水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施

　

工
に
関
し
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験

　

を
有
す
る
人　

④
①
～
③
に
準
ず
る
人

試
験
日　

11
月
25
日（
日
）

試
験
会
場　

埼
玉
工
業
大
学（
深
谷
市
）

受
付　

８
月
20
日（
月
）
～
9
月
28
日

　

（
金
）ま
で
に
郵
送（
必
着
）

※
受
験
案
内
は
８
月
20
日（
月
）か
ら
下

　

水
道
課（
幸
手
市
大
字
平
野
９
２
３
）

　

に
て
配
布

受
験
料　

１
万
円

問
合
せ　

下
水
道
課
☎（
47
）
3
3
4
0

上

級

救

命

講

習

会

と
き　

9
月
8
日（
土
）午
前
9
時
～
午

　

後
5
時

と
こ
ろ　

幸
手
西
分
署

内
容　

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
、
小
児
、
乳

　

児
、
新
生
児
）
、
止
血
法
、
傷
病
者
管

　

理
法
、
外
傷
手
当
、
搬
送
法
、
Ａ
Ｅ

　

Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど

対
象　

埼
玉
東
部
消
防
組
合
管
内
に
在

　

住
・
在
勤
・
在
学
で
普
通
救
命
講
習

　

を
修
了
し
た
中
学
生
以
上
の
人

定
員　

15
人（
申
込
み
順
）

申
込
み　

8
月
8
日（
水
）か
ら
、
電
話

　

ま
た
は
幸
手
西
分
署
へ

問
合
せ　

埼
玉
東
部
消
防
組
合
幸
手
西

　

分
署
☎（
43
）６
９
６
６

行
政
書
士
無
料
相
談
会

と
き　

8
月
21
日（
火
）午
後
1
時
30
分
～

　

4
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
2
階
第
2

　

会
議
室

内
容　

相
続
、
遺
言
、
生
前
贈
与
、
金

　

銭
貸
借
な
ど
の
問
題
、
会
社
設
立
、

　

農
地
転
用
、
交
通
事
故
示
談
、
外
国

　

人
に
関
す
る
手
続
き
な
ど

問
合
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
春
日
部

　

支
部
☎
0
4
8
（
8
1
2
）
5
0
9
2

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士

合

同

登

記

相

談

会

と
き　

8
月
16
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
第
2

　

会
議
室

内
容　

遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
、
分

　

筆
、
地
目
変
更
な
ど

定
員　

9
人（
先
着
順
）

問
合
せ　

埼
玉
司
法
書
士
会
埼
葛
支
部

　

☎（
25
）
1
2
7
1
、
埼
玉
土
地
家
屋
調

　

査
士
会
埼
葛
支
部
☎（
40
）
1
5
5
1

不
動
産
無
料
相
談
室

※
８
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

と
き　

９
月
４
日（
火
）午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
第
５

　

会
議
室　
　

内
容　

不
動
産
取
引
に
つ
い
て
の
困
り

　

ご
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

※
建
築
指
導
課（
内
線
５
７
２
）で
も
問

　

合
せ
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

（
公
社
）埼
玉
県
宅
地
建
物
取

　

引
業
協
会
埼
葛
支
部
☎（
31
）１
１
５
７

建

築

無

料

相

談

室

※
８
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

と
き　

９
月
４
日（
火
）午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
第
５

　

会
議
室

内
容　

建
築
物
の
新
築
・
増
築
・
改
築
・

　

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
な
ど　

※
建
築
指
導
課（
内
線
５
７
２
）で
も
問

　

合
せ
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
埼
玉
埼
葛
地
区
本
部
☎

　

（
34
）３
３
３
５
、
埼
玉
土
建
久
喜
幸

　

手
支
部
☎（
59
）３
８
１
２
、（
一
社
）

　

埼
玉
建
築
士
会
杉
戸
支
部
・
幸
手
部

　

会
☎（
48
）０
８
７
５

子

ど

も

の

人

権

１
１
０
番
強
化
週
間

期
間　

８
月
29
日（
水
）
～
９
月
４
日

　

（
火
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
９
月
１
日（
土
）、
２
日（
日
）は
、
午

　

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

相
談
電
話
番
号　

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐

　

１
１
０（
全
国
共
通
・
無
料
）

相
談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
埼
玉
県

　

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど
も
人
権

　

委
員
会
委
員

問
合
せ　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

　

擁
護
課
☎
０
４
８（
８
５
９
）３
５
０
７

人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
き　

８
月
25
日（
土
）午
前
10
時
～
午

　

後
3
時
30
分

と
こ
ろ　

久
喜
総
合
文
化
会
館

内
容　

生
稲
晃
子
氏
に
よ
る
人
権
講
演

　

会
や
花
咲
徳
栄
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　

に
よ
る
演
奏

※
入
場
無
料
、
先
着
順
、
事
前
申
込
み

　

不
要

問
合
せ　

埼
玉
県
人
権
推
進
課
☎
０
４

　

８
（
８
３
０
）２
２
５
５

子
育
て
応
援
サ
ー
ク
ル
助
成
事
業

▼
ト
リ
ッ
ピ
ー「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

　
　
　
　
　
　
　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
」

と
き　

９
月
４
日（
火
）、
18
日（
火
）午

　

前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手

対
象　

０
歳
児
～
１
歳
児
と
保
護
者

定
員　

15
組（
申
込
み
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み　

８
月
31
日（
金
）ま
で

問
合
せ　

板
坂
さ
ん
☎
０
８
０
（
３
５
８

　

１
）１
７
１
６
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■
６
月
の
水
の
使
用
量
／
総
配
水
量
55
万
3
0
6
3
㎥
（
前
月
の
総
配
水
量
56
万
0
4
0
9
㎥
）

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
荷
物
の
積
下
し
を
取

り
仕
切
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
で
も
関

宿
向
河
岸
の
喜き

た

む

ら

多
村
藤と

う
ぞ
う蔵

家（
屋
号
「
喜き

多た

と

う藤
」）は
、
隆
盛
を
極
め
ま
し
た
。

　

関
宿
随
一
の
粕か

す
ほ
し
か

干
鰯
問
屋
と
な
り
、

関
宿
を
本
拠
と
し
な
が
ら
、
江
戸
に
も

店
を
持
ち
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
四
千

両
、
幕
末
に
は
五
万
両
の
商
い
高
が

あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
穀
問
屋
を
営
む
ほ
か
、
近
隣

の
村
む
ら
の
土
地
や
江
戸
の
町
屋
敷
を

集
積
す
る
な
ど
、
多
角
的
な
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
市
史
講
座
（
本
紙
18
ペ
ー
ジ

参
照
）
で
は
、
第
１
回
目
に
学
習
院
女

子
大
学
教
授
の
岩
淵
令
治
さ
ん
が
「
関

宿
向
河
岸
の
河
岸
問
屋　

喜
多
村
家
の

土
地
集
積
―
江
戸
時
代
を
中
心
に
―
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
第
２
回
目
に
千

葉
県
立
関
宿
城
博
物
館 

主
任
上
席
研

究
員
の
榎
美
香
さ
ん
が
「
関
宿
向
河
岸

は
干
鰯
の
一
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
～
江
戸
時

代
を
変
え
た
イ
ワ
シ
肥
料
の
生
産
と
流

通
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
詳

し
く
解
説
し
ま
す
。

問
合
せ 

社
会
教
育
課 

内
線
６
４
３
・

　

（
42
）５
８
０
３

映
像
に
よ
る
幸
手
宿

宿
場
あ
る
き
（
無
料
）

　

幸
手
宿
の
歴
史
や
文
化
を
、
映
像
で

ガ
イ
ド
い
た
し
ま
す
。

と
き　

８
月
25
日（
土
）午
前
9
時
30
分
～

　

11
時
30
分（
受
付
9
時
15
分
）

と
こ
ろ　

勤
労
福
祉
会
館

定
員　

20
人（
申
込
み
順
）

主
催　

幸
手
宿
観
光
ガ
イ
ド
の
会

申
込
み
・
問
合
せ　

商
工
観
光
課　

内

　

線
5
9
3
・

（
43
）１
１
２
３

児

童

館

イ

ベ

ン

ト

申
込
み　

８
月
７
日（
火
）か
ら
定
員
に

　

な
り
次
第
終
了

※
開
館
時
電
話
予
約
可

※
児
童
書
や
絵
本
、
マ
ン
ガ
本
な
ど
寄

　

贈
い
た
だ
け
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し

　

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
幸
手
お
も
ち
ゃ
の
病
院

と
き　

８
月
25
日（
土
）午
後
１
時
～
４

　

時（
受
付
は
３
時
30
分
ま
で
）

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ

　

る
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
治
療

費
用　

無
料
（
多
少
の
部
品
代
が
か
か
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
事
前
申
込
み
不
要

▼
親
子
で
楽
し
む
絵
本

と
き　

９
月
８
日（
土
）午
前
10
時
30

　

分
～
11
時
30
分

講
師　

小
野
寺
る
り
子
氏

対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

定
員　

15
組（
申
込
み
順
）

▼
わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
き　

９
月
14
日（
金
）午
前
10
時
30
分
～

　

11
時
30
分

講
師　

小
野
﨑
香
織
氏

対
象　

生
後
２
か
月
ご
ろ
か
ら
歩
き
は
じ

　

め
る
前
の
乳
児
と
保
護
者　

※
予
防
注
射
接
種
後
、
48
時
間
は
さ
け
ま

　

し
ょ
う
。

定
員　

10
組（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

湯
ざ
ま
し
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
オ

　

ム
ツ

▼
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
楽
し
も
う

と
き　

９
月
20
日（
木
）午
前
10
時
30
分
～

　

11
時
30
分

講
師　

原　

万
友
実
氏

対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

定
員　

15
組（
申
込
み
順
）

問
合
せ　

児
童
館
☎
・

（
43
）５
５
２
１

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

プ
ラ
チ
ナ
大
会
（
無
料
）

と
き　

9
月
21
日（
金
）午
前
９
時
～
午
後

　

１
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
10
月
5
日（
金
）

と
こ
ろ　

幸
手
総
合
公
園
陸
上
グ
ラ
ウ

　

ン
ド

対
象　

市
内
在
住
の
80
歳
以
上
の
人

定
員　

2
0
0
名

申
込
み　

8
月
6
日（
月
）
～
30
日（
木
）に

　

参
加
申
込
書
を
社
会
福
祉
協
議
会
、
老

　

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
社
会
教
育
課
の

　

窓
口
へ

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）

　

3
2
7
7
・

（
40
）
1
4
6
0

新
体
力
テ
ス
ト
測
定
会
＆

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室（
無
料
）

と
き　

９
月
８
日（
土
）午
前
９
時
30

　

分
～
正
午

と
こ
ろ　

ア
ス
カ
ル
幸
手
メ
イ
ン
ア

　

リ
ー
ナ

内
容　

新
体
力
テ
ス
ト
、
デ
ュ
ー
ク

　

更
家
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

　

よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
だ
け
の
参
加

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
人

定
員　

60
人（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
・
室

　

内
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込
み　

８
月
９
日（
木
）か
ら
社
会

　

教
育
課
へ

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
６
４

　

４
・

（
42
）５
８
０
３

カ
ン
フ
ー
体
験
（
全
3
回
）

と
き　

９
月
１
日
、
８
日
、
15
日
の

　

土
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

幸
手
市
立
武
道
館

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

定
員　

10
人

参
加
費　

５
０
０
円（
保
険
代
）

申
込
み　

電
話
ま
た
は
武
道
館
窓
口

　

へ（
当
日
申
込
み
可
）

問
合
せ　

武
道
館
☎（
43
）０
１
９
０

ア
ス
カ
ル
幸
手
・
無
料

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

タ
レ
ン
ト
の
小
島
よ
し
お
さ
ん
を
招

き
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き

る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
ア
ス
カ
ル
幸
手
」で
検
索

し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
17
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

　

か
ら

問
合
せ　

ア
ス
カ
ル
幸
手
☎（
48
）０
０

　

４
８

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

８
月
24
日（
金
）午
後
０
時
20
分
～

　

０
時
50
分

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
１
階
ロ
ビ
ー

出
演　

c
o
m
m
o
d
o
（
コ
ン
モ
ド
）

内
容　

マ
ン
ド
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
の
演
奏

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
6
4
3

吉
田
幼
稚
園
で
あ
そ
ぼ
う

▼
ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム（
無
料
）

と
き　

9
月
11
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午

内
容　

市
立
図
書
館
の
職
員
に
よ
る
お

　

話
会
や
遊
具
で
お
遊
び

※
授
乳
や
お
む
つ
替
え
可

対
象　

幼
児
と
保
護
者

持
ち
物　

飲
み
物
、
着
替
え
な
ど

問
合
せ　

吉
田
幼
稚
園
☎
・
（
48
）1

　

0
8
2

「喜多村藤蔵」の名前が見える

江戸時代の古文書


